
PCSEL励起 Yb：YAGレーザー発振器の開発 

Development of Yb:YAG laser oscillator system pumped with PCSEL 
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 フォトニック結晶面発光レーザー（PCSEL）は、群速度零のバンド端における定在波状態を利

用したレーザーであり、大面積単一モード面発光動作を可能である[1, 2]。加えて、縦横で広がり

角が同じであり、ビームが広がりにくい。これらの利点は PCSEL単独での利用もさることながら、

高出力固体レーザーの励起源として理想的である。今回、小出力ながら PCSELを励起光源とした

固体レーザー発振器を開発したので報告をする。 

Fig. 1に使用した PCSELの電流に対する出力特性を示す。閾値電流は約 340 mA で、950 mA時

に約 210 mWの出力が得られた。電流増加と共に、PCSELの出力が線形に上昇していることがわ

かる。 

Fig. 2 にレーザ発振器の模式図を示す。PCSEL のレーザー光はレンズにより集光され、レーザ

ー媒質である Yb:YAG 結晶の励起に用いられた。結晶の両端面は各々異なるダイクロイックコー

トがされている。一方は励起光を透過、レーザー光を反射し（S1 面）、もう一方は励起光を反射、

レーザー光を透過する（S2面）。この Yb:YAG 結晶は液体窒素クライオスタットにより真空中で冷

却された。クライオスタットの外に凹面出力鏡（部分透過鏡, r=75ｍm）を配置し、光学窓を通し

て S1面と対向させることで光共振器を構成した。Fig. 3に PCSEL励起レーザー発振器の入出力 

特性を示す。PCSEL の優れた光特性によりレンズ 1 枚の

みの集光にも関わらず、高スロープ効率 41.4 %で、最大出

力77 mWが得られた。光-光変換効率も、36 %と高かった。

詳細は当日報告する。 
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     Fig. 1. PCSELの出力特性 

 

 

 

 

 

 

         Fig. 2. PCSEL励起レーザー発振器            Fig. 3. レーザー発振器の入出力特性 
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